
令和６年度第４回⼤阪府医療対策協議会 議事概要 

   ⽇時︓令和７年１⽉２１⽇（⽕曜⽇） 16時 30分〜17時 15分 
場所︓ホテルプリムローズ⼤阪 鳳凰（東） 
 

１．会⻑選出について 
  〇⼤阪府医療対策協議会規則第４条第１項の規定により、会⻑選出を委員の互選により実施。 
→⼤阪府医師会副会⻑の阪本委員が推薦され、承認。 
 

２．会⻑職務代理者の選任について 
  〇⼤阪府医療対策協議会規則第４条第 3項の規定により、阪本会⻑より会⻑職務代理者を選任。 
   →⼤阪府病院協会会⻑の⽊野委員を選任。 
 
3．議 題 
（１）臨床研修について 
① 【資料１】臨床研修医募集定員の決定⽅法について （令和８年度研修開始分） 
 【論点１】  
〇【協議事項１－１】 「調査票の記載内容を踏まえた配分」枠の捻出について 

   病院への影響や調査票の枠数確保の観点から以下の案２を採⽤してはどうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 【論点２】  
〇【協議事項１－２】 ⼩児科産婦⼈科重点プログラムについて 

   下記、変更後（案）の通り、広域連携型プログラム以外の定員と広域連携型プログラムの定員を合算したうえで、 
定員２０名以上の病院に⼩児科産婦⼈科重点プログラムを設置してはどうか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
【論点３】  
〇【協議事項２】 広域連携型プログラムの定員配分について 

   下記案の通り、審査のうえ定員配分してはどうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【意⾒概要】 
〇府案について、特に意⾒なし。 

 
【結論】 
〇協議事項１-１について、府案２のとおり進めることについて了承。 
〇協議事項１-２及び協議事項２について、府案のとおり進めることについて了承。 
 
 

② 調査票の評価項⽬について（令和８年度研修開始分） 
【論点】  
〇令和８年度研修開始分の調査票の評価項⽬の変更点について、ご意⾒をいただきたい。 
 
【意⾒概要】 
〇医療安全の項⽬について、インシデントレポートの提出件数が研修医１⼈あたり 10件というのは、ハードルが⾼いのでは 
 ないか。 
⇒臨床研修中にインシデントレポートの作成経験を積むことは重要と考え、10件とした。 
ご意⾒を踏まえ、今回の調査結果で 10件を満たす病院が極めて少ない場合などは、来年度以降の評価項⽬の⾒直 
しを検討する。 

 
【結論】 
〇府案のとおり進めることについて了承。 

 


